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地方自治体における図書館の存在憲義

1.まえがき

　概要とは文字通り、本市の図書館活動を一望

に収める骨格である。もし図書館活動に思想的

根拠ありとするならば、その思想と着実左年月

の歩みに裏づけられた実践との弁証法的統一の

姿が示され左けれぱなら在い。

　我々は極めて浅い歴史しかもだないが、この

図書館創りのはじめに、市民的創造意欲の結集

する図書館を掲げた。この課題を問うにはまだ

年月は余りも浅い。しかし、一歩一歩その図書

館像が形成されつつあるのでなければ、我々の

営みは空しいという外はたい。我々は大胆な仮

設と実践を市民の前に示すことによって、一種

○代行行為にすぎない行政行為が、やがて市民

じしんの手によって、自ら治める（Seef

Governineut ）形に結晶していくことを願

い、我Aの立場は太来の地方自治の精神の結晶

をとりだす産婆役にとどまることで満足しなけ

ればなら々い。

　昭和4 5年度の年報において、我々は、昭和

4 1年６月から開館した歩みの一応の概括を行

左った。最大の目標になったものは、まず分館

網の整備である。昭和4 6年度には、深大寺分

館、神代分館が相次で開館し、仮設の分館は、

分館第一号である。国領分館、つづいて開館し

た、つつじケ丘分館、それに昭和4 7年度７月

に開館した、宮の下分館を加え５館となる。中

央館建設以来６年目陀して、サービス館は６館

と々つた。市民の行動半径7 0 0mとしても、

市全域の7 0侈をカバーするサービス網が敷か

れたことにたる。市長の英断も大きな原動力で

あるが、調布市という市に庄む市民のエネルギ

ー陀我々は改めて注目し左ければならない。

書館」の像を具体化したものである。市民のた

めの市民による市民の図書館たるためには、文

句座しに市民０居庄する近ぐに図書館が存在し

左ければ々ら々い。分館網はいわば図書館活動

のthe ory （基本）である。何故この自明の

裡が、今日まで日太の図書館界に以

見なかったのか。その原因を単左る図書館政策

の貧困や財政の欠如陀帰すは易いことである。

我々は原因をそういう外在的々ものに求めては

こたかった。我々はその原因を日本の近代市民

社会の構造の中に求めた。読書行為は暇がある

から行々うのでは左く、必要があ久生活（生

きること）のために必要欠くべからざるものと

の認法が、近代の市民生活の中に定着していれ

ば、今日の図書館の姿は一変していたであろう。

図書館の存在を近代市民社会の歩みの中に明確

に位置づけてい左い図書館史から我々は学ぶもの

はない。民衆の歴史、民衆の政治・経済・文化

史から切り離された図書館史は我々に、未来へ

向う図書館のあり方を教えてぐれはしたい。

　図書館とは最も民衆的次具体的存在物である。

そこに働く司書と共に、明確友市民との共働意

法＝(共同意法）をもつこと左しに、その社会

的左存在はありえ座い。もし、不幸にして、今

日までの我国の図書館が、このように広く民衆

とかかわり座く存在してきたとする座らば、い

ま我々に課された任務とは、このよう左図書館

像を打ち破って、新らしい市民のための図書館

　を創造していぐことでたければ々らない。

　　この課題は決して容易ではない。しかし容易

では痙いからといって、手を供いているわけに

はいか々い。と同時に図書館だけがもつ小さ左

課題でもない。

　地方自治のあり方が問われて今日まで長い年

　月が立つ、各種のプランが建てられて、一見近

代的左装いをみせているかの如き錯覚をもつ。

しかし、自治体の体質は決して変革されてはい

分館網の整備は、「買物寵をさげて行ける図　　ない。行政体だけではたい。その行政体を生み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２－

出す母体である、現代の社会構造そのものが依

然として古い体質と意法と事大主義に侵されて

いる。

　　自治体行政の変革は内部からは仲々できない。

自治体を構成する住民の体質がたとえ徐々にで

もあろうと変ら次い限り、行政の旧体質は再生

産さ九ていぐであろう。僅民が直接行政体と接

触する末端地方自治体の体質の変革々ぐしては、

その上部構造である国家の民主的々変革はあり

　えない。残念左がら戦後2 7年の様々々庄民の

活動は、この下部の変革運動を欠如して、砂上

に楼を築く誤Dを侵してきた。我々はここでイ

デオロギーについて述べているのではない。あ

　くまでも日常の生活レベルの毎日の生活に則し

た事実について述べているのである。　自分の住

む場所(Commu n i t y )を自ら改良していく

という発想を、住民ひとりひとりがもつこと左

くして、自己の生活の変革ひいては自分の住tf町

を良くしていこうという発想は生れ痙い。また

住民のエゴイズムを他にぶつけるのでは友ぐ、

そのエネルギーを自らコントa ールしながら、

社会的左エネルギーに転化していぐ技術＝モー

　ラルを身につけない限り、社会的秩序も生れて

こないであろう。行政体はこのようa.場合単左

る調停者忙すぎない。あくまでも庄民の自治思

想が根抵にない限り、自治体の改革はありえな

い。

2.調布市における図書館活動

　図書館とは何であるか。ともすれば図書館は

建物であったり、書物であったり、またそれら

も含めた具体物として考えられ易い。しかし、

我々は図書館をあぐまでも坦域社会の市民の求

める具体的左活動形態として捉える。

　図書館法には定義されているが、法が存在す

るのは法体系のためではない。法は市民社会の

ある特殊痙場合の現範にすぎない。違法でなけ

れば、市民生活はさまたげられることはない。

現範はない方がいい。法があっても、市民は生

活を営んでい座いわけでは在い。否寧ろ、日々

活動を展開し、生成し発展をつづけている。市

民の集合体である社会の場合についても、これ

はいえる。図書館を法をもって規定したり、一

定の捉われた枠で定義したりすることは不毛座

営みである。図書館は活動（Ac ti vi ty）そ

のものである。建物も司書も資料もこの活動の

手段にすぎない。　もし、この手段だけ揃えてい

ても、その内実である「活動」を欠如する々らぱ

ば、図書館は現実陀は存をし座いことVO座る。

この活動は然らばどこから生み出されるのか。

図書館にとって最も重大座間いは、この「活動」

の存在についての間いでなければならない。活

動は存在するものではない。創造されるもので

ある。それは市民の要求、願望、行動々どによ

って点火され、図書館の場合には、その目的に

従って、図書館活勁として、新らしく創造され

ていくものである。勿論すべての市民が、一様

に要求し、願望し、行動するものではない。進

んだ層も遅れた層もあり、その要求、行動も極

めて多面的であり無限といってもよい。当然選

択が疫され、重要度、緊張度のランクが鹿され、

かつその要求、願望、行動を具体的々、実のり

ある成果をうむ如ぐ組織し座け九ば座ら座い。

これが『図書館活動の場』の創造である。従っ

て、庄民の構成・意法・環境などがちがえば、

図書館活動の存在形態は当然異なる。ある市町

村の図書館活動は他の市町村の活動と異座らね

ば友らない。また県立と市町村とでも当然その

活動形態は異なる。それだからこそ、図書館活

動は創造友のである。一定の基本はあろう。

　しかし、それはあくまでthe o vy K.すぎな

い、各市町村は実態に則した活動を創造し座け

れぱ、生きた図書館は存在し座いことになる。

　わが調布市においてはどうであろうか。次の

調布図書館の歴史が述べる如く、『市民政:よる、

－ろー



市民のための、市民の図書館』がその理想像で

あり、図書館は既に存在するものでは次く、日

日刻々と市民によって創られ、また否定され、

試行錯誤によって、弁証法的に無限運動をつづ

ける運動体として捉えられる。その像は完成す

ることはたい。市民の自主的活動が存在しつづ

ける限り、その完成はあかえない。常に過渡期

の像が存在するだけである。我々は行政の主体

性次どということは余りこだわりをもた次い。

時に市民間のエゴイズムやトラブル、フリクシ

ョン（摩擦）次どの調停者としての姿を現わす

ことはあっても、それは一時的次姿にすぎ次く

て、主権的には市民が主権者として、常に図書

館像陀挑むことを期待している。現実にはまだ

この理想への距離は遥か々ので、我々は時には

組織渚として、時には共働者として、時には後

押しとして、時には先駆者としての姿をとら次

ければ次ら次いであろう。然し、それはやがて

我々か否定さられるための手段にすぎないこと

を銘記し々がら、日常の図書館活動を着実に積

み上げることを、我々は図書館であると考えて

いる。

3.調布図書館のあゆみ

　調布市立図書館中央館は、昭和4 1年６月

「市民により良い読書環境を」という狙いで開

　調布市は決して豊か友財政事情では友いが、

図書館は必要不可決友ものであると考えられる。

　地域別の利用者数をみると図書館の近ぐの市

民しか利用してい友いことが明らかである、図

書館を市民の身近かにつくり「いつでも、誰れ

でも、自由陀」ということで、調布における分

館建設がいよいよ軌道にのり始めた。

　昭和4 5年度には神代団地の中に、つつじ丘

分館ができた。小さい図書館ではあるが、そこ

を窓口として、中央館の図書、あるいは他の図

書館の資料をい友がらにして、利用が出来るよ

うに友った。そういう知識の蛇口が市民の呼近

に何口もあると、市民は自分の近くの栓をひね

ることによって、用は足か知識を得ることにた

り、読書への関心も必然的に高くなってくる。

　このようにして、昭和4 6年には、深大寺、

西つつじケ丘にそ九ぞれ深大寺分館、神代分館

ができた。

　そして、昭和4 7年7 ,月には、宮の下分館が

開館した。　このように、市内の各地域に分館を

建設してきた中には市民の大き友力をフルに活

用してきた。中でも昭和4 2年以降地域におけ

るいろいろ友読書会友どが活発に活動を開始し

た。その中において、市民の身近かに図書館の

必袈性を感じた市民たちの根強い運動が大き在

原動力とたって今日の分館網が形成された。

館された。当時の規模は図書購入予算200万　　4.各館の概況

円、司書2名、蔵書6 0 0 0冊である。　。

　そうした中において、図書の利用を市民K.P

Ｒして、一人でも多くの市民陀図書館の存在を

知ってもらい、利用してもらう事に努力をして

きた。そして、々にもかも少ないだらけの図書

館を市民が皆ん痙でより充実した、より良い図

書館をつくりだすことを目標とした。

　そうした中で、調布に図書館ができて、４年

目の昭和4 4年８月、分館第1号の国領分館か

開館され趣;

　調布市において、図書館網はほぼ7 0 価か整

備されつつある。未設置地区については分館建

設を急が痙ければたらない。現在ある図書館の

概況は次のようである。
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調布市における図書館網

深

調布中

宮の下分

分館

中央館

－５～６－

　　染地小

第三中

多

神

摩　　　川

国

緑ヶ丘小

んがわ

つつじケ 分館

　丸は図書館（概存館）

にコIは将来図書館必要と地域



各館の概況
（47.3.31現在）　

　　

大大 中　央　館 国領分館 つ二)じ燈分館 深大寺分館 神代分館 宮の下分館

建設年月日及び

建設完成日
4 1. 5. 5 1. 4 4.5.ろ1. 4 5.ろ.28. 4 6.2.2 8 4 6.ろ.5 1 4 7.ろ.3 1

S ^ 掌長
　　　　-円1 7,1 2 0 　　　+肖9,1 20 　　　■円3,7 7 4 　　　　　十円1 3,8 0 0 　　　　　千円1 7,D 8 0 　　　　　十両1 8,0 0 0

敷地面積㎡ 6,22 5 １､72ろ (借) 2 69. 8 82 6.4 1,9 8〔〕 2 0.0 0

土地購入費 市　有　地 55,1 00,0 00 借　　地 27,4 96､70tf 84,000,00回 8p00,00FU

建構

物

の造

　・．　　･it.構　　le.
鉄筋２階建 鉄筋の階上 コン汐リフ'xj汐 鉄筋平家 鉄筋の階上 鉄筋の階上

併設・単独 単 保育照井設 単 単 保育園併設 保育園併設

所　　在　　地
布　　　田

4－17－5

国　領　町

5－12-1

匹じｸ丘

　4－2 5－6

深大寺町

2 2 6 6－14

西つつじｸ丘

　1－4 0－2

上　石　原

　3－5 4

電　　　　　話 o42仙8九回1 04 24－
84－20〔〕〔〕

0 42
4-

8 5－2000
0 4 24－
85－5ろ50

0
4 24－

8 5－0054
0
424 －

8 6-5798

床　面　積㎡ 5 6 7 5 0 4 9 1 2 1 8 5 5 9 ろろ０

職　　　　員人 館長1　昌2 司書　２ 司書　２ 司書　　２ 司書　２ 司書　２

施

設

の

概

要

蔵書能力冊 ４ 0,0 0 0 3 0，0 0 0 １ 0,0 0 0 ろ0, 0 0 0 ろ0,0 0 0 ろ0,0 0 0

一般室 有 有 有 有 有 有

子ども室 有 有 有 有 有 有

集会室 々　し な　し 有 な　し 有 有

座席数 1 40 6 0 左　し 6 0 6 0 6 0

備　　考

説明　　調布市面積2 １Km'、人口1 6 0.0 0 0 、将来人口約2 0 0,C〕00、人口２ 0,0 0 0

　当１分館、蔵書保証1. 8 6冊、約半径iKmにi館、既設館６館、残り４館は市の重要施策とし

　て、将来計画にがり込み済み。

　問題は本館建設であるが、これは計画されていないので、計画に訟りこむ必要かある。

　蔵書2 0 0, 0 0 0冊位の閉開架を予定している。各館いずれも開架式、貸出しはブラウン方式。

　特に土地購入費について、いかに財政を圧迫しているか陀注意して下さい。

－７－



図書館平面図及び配置

1）　中　央　館

２）国領分館

5 6 7m' （床面積）

ろ0 4 m" （床面積）

４ 1. ６、1 0　開館

一階平面図

二階平面図

４ 4. 8. 16　開館

べう

ダ　Ξ

M

男
子

便
所八

女　’

子

便

所「ぺ 一般書架

Ξ

｢'

　カウンター

匹コ べ
ロｊ　ｌ

児　童　室　　　　　　　　　芸

　　　　　　　　　　二

閲覧室兼会議室∩

－8－

３　）つつじヶ丘分館

4）　深大寺分館

9 1m' （床面積）

2 18が（床面積）

9―

４

5.

7　2

0　開館

４

6.

7　2

4　開館



5)　神代分館

6 )宮の下分館

　339㎡ （床面積）　　４ 6.　１ 0.　１　開館

5 5 O㎡（床面積）　　4 7.　Ｚ　24　開館

10－

閲覧および貸出し

　調布市立図書館は、市民に親しまれ易くし

ようと「全館開架方式」を採用した図書館で

す。

　開架方式とは、従来の繁雑なやり方では利

用しにくく、市民と図書館との結びつきが保

てないので、図書館は一部知識階級のもので

あるという保守的な考え方を打ち破った、誰

でも、いつでも気軽るに利用できる、いいか

えれば、自分の書斉の延長、又は街の本屋の

店先と同じに考えられている最も新しい図書

館の行き方です。

　書庫への出人は自由で、書架から本を直接

手陀とって内容を確かめてから閲覧、又は貸

出しを受ける方式で、最近はかなり多くの図

書館で開架方式を採用しているが、全館開架

方式の図書館はまだ少左いのが現状です。

　貸出し期間は１人１冊1 0日間で、利用者

は図書を自宅に持ち帰り、ゆっくり読書がで

きます。貸出しの申込みも簡単で、保証人も

印鑑も必要としません。文字の読めない就学

前の零オ児からの貸出しもしていますo

開館時間

5.図書館の利用状況

　昭和4 1年に調布市において初めて図書館

が出来た。以来６年間図書館の矛洲は著しく

上昇している。ち左みに中央館開館当日の利

用状況は、入館者1 64名（内一般1 0 3名）

児童6 M名）貸出冊数6 6冊（内一般書3 6

冊、児童書3 0冊）であった。７年目を向え

た今日では、中央館だけでも入館者は１日平

均約7 0 O名（内一般4 5 0名、児童2 5 0

名）貸出冊数も約4 0 0冊以上にものぼる。

図書館活動の内容は一概に利用統計の数値で

決められ左いものだが、市民がどれ程、図書

館の存在を認識し利用しているかということ

のバロメーターとして考えをみたい。

　以下、昭和4 6年度の調布図書館の実績報

告です。（1 2貞へ続く）

臨匹ぐし 日 月 火 水- 木 金 土

中　　　央　　館
10 ：ろ０

1 7：50

1 2： 00

1 7：50

1 2：00

19：00 定

期

休

館

日

1 2：00

1 7：50

12：00

17：30

1 2：００

19：0 D

国　領　分　館

つつじヶ丘分館

深大寺分館

神　代　分　館

宮　の下分館

1 3：00

1 7：0 0

　　　　　－

1 5：00

1 7：0 0

1 3：00

1 7：００

1 3：00

1 7：00

整

理

日

1 3：00

1 7：００

休　館　日

・毎週水曜日　　・毎月1 6日（この日か水曜日または日曜日のときは翌日）

・国民の祝日

・年末年始　　・臨時休館日はそのつど訃知らせいたしま九

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－11 ―



図書館利用状況

暦

年

開

館

日

数

貸　出　登　録　者 入

一　　　般　　　　児　　　　童 計

一般
月　　別

登録者数
累　計

月　　別

錨数
累計

月　　別

登録者数 準則

46年　４月

　　　　５

　　　　６

　　　　７

　　　　８

　　　　９

　　　1 0

　　　1 1

　　　1 2

　47年１

　　　　２

　　　　ろ

1 9

1 6

20

1 8

2 2

1 9

20

20

1 7

1 7

20

1 3

54 68

１０ 58

　9 94

10 3 7

12 0 0

　7 3 5

10 7 1

　8 0 7

　4 28

　671

　72 2

　3 6 4

　4,5 2 6

　5,5 2 0

　6,5 5 7

　7.75 7

　8,4 9 2

　9,5 6 ３

１ 0,5 7 0

1 0,7 9 8

1 1,4 6 9

１ 2,1 9 1

1 2,5 5 5

3,6 1 0

　89 1

　988

1.4 7 8

1 1 21

　86 0

12 48

　7 64

　4 66

　6 1 4

　551

　5 26

　4,5 0 1

　5,4 8 9

　6.9 6 7

　8,0 8 8

　8,9 4 8

１ 0,1 9 6

1 0,9 6 0

１ 1,4 26

1 2,D 4 0

1 2,5 9 1

1 2,9 1 7

7,0 78

1,94 9

1，9 82

2,5 1 5

2,3 2 1

1,5 9 5

2,3 1 9

1，5 71

　894

1,2 85

1,2 75

　6 9 0

　9, 0 2 7

1 1, 0 0 9

1 3.5 2 4

1 5,8 4 5

1 乙4 4 0

1 9,7 5 9

２ 1,55 0

2 2,2 2 4

2 5,5 0 9

2 4,7 8 2

２ 5,4 7 2

　8,7 7 8

　8.3 6 8

　9, 9 25

1 1,2 9 5

1 2,8 5 6

1 0,2 5 8

1 1, 5 5 7

１ 0,5 0 5

　9,1 36

　9,6 92

１ 1,5 58

　7, 1 5 5

計 22 1 1 2,5 5 5 / 1 2,9 1 7 / ２ 5,4 7 2 1 2 0,65 9

月平均 2 0 104 6 / 1 0 76 / 2,1 2 2 / １ 0,0 5ろ

１日平均 ／ 5 7 ノ 58 ノ 1 1 5 / 5 4 6

註　開館日数は中央館、国領分館、つつじヶ丘分館、深大寺分館（7月2 4日開

1 2

自　昭和46年4月　　開館日221日

至　昭和47年3月

　　　　　　

　

　

　

館　　者 貸　　　出　　冊　　　数

児　童 計 １日平均 一般 児　童 計

１　日

平均

一般

１　日

平均

児童

１日柄

　7 025

　6.1 5 1

　8,1 6 1

1 0,4 2 8

1 1.6 0 5

１ 0,1 5 0

1 1, 8 4 5

1 1,1 7 4

　8,7 0 7

　9, 1 8 ０

1 0,5 0 1

　7,1 50

1 5,8 0 3

1 4,4 9 9

1 8,0 8 6

2 1，7 2 1

2 4,4 6 1

2 C〕,568

2 5,ろ8 0

２1,4 7 9

1 7,8 4 5

1 8,8 7 2

2 1,8 5 9

１ 4,3 0 5

264

290

27 7

261

2 57

2 55

21 1

2 03

1 9 1

1 9 1

21 8

220

5,7 5 8

5,1 5 2

6,1 72

6,0 9 3

6. 98 7

6.6 1 6

7,43 9

7 115

7 14 8

7,0 0 6

8,0 8 5

5,1 3 8

　8,0 6 5

　6,9 9 0

　9, 5 1 9

1 0,9 1 9

1 2,0 4 6

１ 0,8 5 5

1 3,2 6 9

１ 3,0 3 6

1 2,6 3 3

1 0,6 4 5

1 2,2 2 0

　8.5 7 9

1 3,8 0 1

１ 2.1 4 2

1 5,4 9 1

１ 7,01 2

1 9,0 5 3

17 4 5 1

２ 0,7 0 8

２ 0,1 5 1

1 9,7 8 1

1 7,6 5 1

２ 0,3 0 5

1 3,7 1 7

.=^0 2

ろ? 2

ろ09

55 8

31 7

3 4 8

5 7 2

.5 5 5

4 2 0

4 1 2

4 0 4

5 9 5

4 2乙

7 58

7 7 4

･,9 4 5

'8 65

　9 1 8

,03 5

,0 0 7

1,1 6 3

1,03 £

1,0 1 £

1,0 5、

　72(5

1,08 0

１､08 5

1,28 3

1,1 8 2

1,26 6

1,4 0 7

1,5 62

1.582

1.4 5〔

1,4 1 5

1, 4 5C

1 1 2,0 3 5 2 5 2,6 7 4 　　／／ ７ 8,6 8 9 1 2 8,5 5 4 2 0 7,2 4 3 ノ ／／
9,3ろ６ 1 9,ろ89 / 6,5 57 0,1 0,7 1ろ 1 7,2 7 0 ／ /ﾀﾞ ／
5 07 1,0 55 ノ 2 2 1 8 5 2 80 5 ／ ／ ／

館）、神代分館（1 0月１日開館）の単純平均値

― 15



年度別に見た図書館利用の推移
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日脚4 埼碇 旺和4 2句変 昭和4 3年度 昭和44年度 昭和45命慌 昭和4 6年延

利用者数

利用率＝

　利用者数

　奉仕人口

一　般a)

児　爾h]

　計（c)

伸率ia川c)

利用率

　４ 2,9
抒

　1 2,7 2 6

　5 5, 7 0 5

1〔l〕100 1諸

　　4 5.8

　７ 0,0
遥

　５ 2,8 3 5

1 0 2,9 0 8

165 258 185

　　7 6.8

　８ di oを

　4 4,5 0 2

1 3 0,6 0 6

ｚ〕035{〕255

　　9 2.5

　9 6,0 of

　６ 1,44 7

1 5 7.4 4 8

224 485 2護

　　9 9.8

　1 1 5.4 6合

　　９ 0,6 2 7

　2 0 4,0 9 2

264　712 ろ6ﾂﾞ

　　1 5 1.5

　1 2 0,6 ジ

　1 1 2,0 3 5

　2 5 2,6 7 4

281　880 411

　　1 4 2.7

貸出登録

登録率==

　登録者数

　奉仕人口

―　鯛a)

児　遍b)

　計同

伸率faDbJc)

登録率

　　2.1
読

　　　921

　　5,0 8 2

100 100 100

　　　2.5

　　4.9 O含

　　4,5 8 7

　　9, 2 9 3

227 482 ろ必

　　　6.9

　　5,7 4今

　　A,9 9 9

　1 0,7 4 6

256 549 54萱

　　　7. 6

　　8.0
遥

　　7.659

　１ 5.7 5 7

574　841 5if

　　1 0.6

　　　9, 9
語

　　1 0,3 9 4

　　2 0,3 5 6

461 1128 65f

　　　1 5.1

　　1 2.5 5^

　　1 2,9 1 7

　　2 5.4 7 2

581 1042 8^

　　　1 5.6

貸　出　数

貸出率＝

　貸出冊数

　奉仕人口

１人当利用者

数==

　貸出冊数

　大数

一　艇剛

児　竃b)

　計　陶

伸率(albjc)

貸出率

ふ諭尚

　ｌ 0,1
冴

　　5.5 8 7

　1 5,7 0 2

100 100 10?f

　　　o.if

a:j 6.1 凛

　2 6,3 oサ

　2 5,ろ9 7

　4 9,7'0 4

260 419 ろ1チ

　　0.3 7冊

5.3 55
西

　４ 1,2 8サ

　４ 1,20 9

　８ 1,4 9 6

598 758 519

　　0.5 8冊

7.0 82
居

　4 9,4
拶

　６ 4,2 99

　1 1 3,7 5 6

489 1151 725

　　0.7 7冊

　6.1 84
遅

　6 5,9 4サ

　9 8,6 2 7

　1 6 4,5 6 8

652 17651&K

　　0.8 1冊

　6.6 9.5
謹

　７ ８,６８サ

　1 2 8,5 5 4

　2 0 乙2 4 3

778 23D 152ダ

　　1.2 7冊

　63 9 詐

蔵書数

　．蔵書数奥べ誌

一　般a)

児　匍h)

　計　同

仲率fafbic)

保証率

　　7, 8 1 0

　　1,25 7

　　9,0 4 7

100 100 1詣

　　　0.0 7

　1 2.2 7?

　　2,5 8 8

　1 4,8 6 0

157 209 ^6f

　　0.1 1冊

　1 6,5 8翠　　2 2,14?

　　4,5 9 2　　　　7,5 7 0

　2 0,7 8 1　　　2 9,7 1 2

21H55

1

284 612 3^

　　0.1 5冊1　　　0.2 0冊

　　２８,０Ｊ

　　１3,7 0 5

　　４1，7 71

540 in〕7 44f

　　0.2 7冊

　　5 4,9 9?

　　1 8,8 0 9

　　5 5.8 0 6

448 1521 595

　　　0.5 5冊

蔵書回転率

　図書の年間（利用回数

一　　般

児　　竜

平　　均

1.5回

4.5

1. 7

2.1回

9. 0

3.5

2.5回

9.4

5.9

2.2回

8.5

5.8

2.5回

7.2

5.9

2.2回

6.8

3.9

-1 4-

年度別地域別入館者調



1 6

市民1 00人に対して

蔵　　書　　計　　画

4 7年度 4 8年度 4 9年度 5 o年度 5 1年度

中　　央　　　館 52,0 0 0冊 5 3,0 0 0冊 54,0 0 0冊 3 5,00 0冊 　　　冊5 5,0 0 0

国　領　分　館 1 2,50 0 1 5,0 0 0 1 7,5 0 0 2 0,00 0 2 0,0 0 0

つつじヶ丘分館 6,0 0 0 7,0 0 0 8,0 0 0 9,00 0 1 0,00 0

深大寺分館 7,50 0 1 1,0 0 0 1 4,0 0 0 1 7,0 0 0 2 0,0 0 0

神　代　分　館 7,50 0 1 1,0 0 0 1 4,00 0 1 7,00 0 ２ 0,〔〕00

宮の下分館 5,5 0 0 9,00 0 1 5,0 0 0 1 ZO〔〕０ 2 0,0 0 0

Ａ　　　分館 ノ 7,00 0 1 3,0 0 0 2 1,0 U 0 3 0,00 0

Ｂ　　　分館 ノ ノ 1 0,00 0 2 0,0 0 0 S 0,0 0 0

本　　　　　　館 ﾉ´ ノダ ノ 1 0 0,0 0 0 1 50､00 0

Ｃ　　　分館 / ノ / / 1 5,0 0 0

蔵　書　累　計 7 1,0 0 0 9 3.0 0 0 1 2 3,5 0 0 2 5 6,000 3 5 0,000

年間増加冊数 / 22,00 0 5 0,50 0 1 52,500 1 0 9.0 0 0

廃　棄　補　充

/’

1,1 0 0 1,52 5 6,6 2 5 5,4 5 0

年間受入冊数 ノ 23,1 0 0 5 2,0 2 5 1 3 9,1 2 5 1 1 4,4 5 0

年度別人口 1 6 8,0 0 0人 1 7 4,0 0 0人 1 8 0,0 0 0人 1 85,0 0 0人 1 8 8,00合

市民1人当り図書保証 0.4 2冊 0.55冊 0.6 9冊 1.5 8冊 18誉

昭和5 1年度におヽける市民１人当'0の図書保証率………………1. 8 6冊

^ -J

年度別に見た図書館利用の推移



区　　　　　分 床面積㎡ 備　　　　　　　　　　　考

開　架　式　書　庫

閉　架　式　書　庫

会　議　研　修　室

　　同　　　上

　　同　　　上

学　生　閲　覧　室

一　般　閲　覧　室

児　　　童　　　室

児　童　遊　ギ　室

児童かは痙し室

録音教材試聴室

映写室及機材保管室

視聴覚教材保管室

ョ　　　　フイルム試写室　調査室

資　料　展　示　室

資料編さん室

資　料　閲　覧　室

ブラウジングコーナー

談話室兼ギャラリー

雑　　誌　　書　庫

同　上　閲　覧　室

コピーサービス室

ロッカールーム

図書貸出カウンター

ゼミナール室

7 4 5

8 4 4

2 8 0

2 2 0

1 1 0

2 4 0

1 2 0

1 0 0

　5 0

　5 0

　5 0

　2 0

　ろ０

　5 0

　5 0

　5 0

　2 5

1 0 0

1 0 0

　2 5

　7 5

　1 0

　1 5

　1 5

　4 0

3Wスチール書架1 3 0基　　７ 0,0 0 0冊収容

　同　　上　　　2 0 0基　　８ 0,0 0 0冊収容

　1 6 0人収容　　固定椅子　ステージ付

ｎ

　5 0人収容

６人掛け　机4 o台　　　2 4 0人収容

　同　　上　2 0台　　　1 2 0人収容

試聴机　2 O言　　　2 0名収容

６人掛け　机　6台　　　5 6人収容

1 5名収容室　　２室

－18－

区　　　　分 床面積㎡ 備　　　　　　　　　　　考

階　　　　段　　　室

エ　レ　ベ　ー　タ　ー

図書搬入リフト

便　　　　　　　　　所

相　　　　談　　　　室

身　障　者　読書室

保　　　　育　　　　室

館　　　長　　　　室

応　　　　接　　　　室

事　　　　務　　　室

冷暖房等機材室

警　　備　　員　　室

運転手・用務員控室

図　書　整　理　室

製　本　作　業　室

シ　ヤ　ワ　ー　室

倉　　　　　　　　　庫

食　　　　　　　　　堂

売　　　　　　　　　店

そ　　　　の　　　　他

庁用車等駐車場

　2 7

　1 4

　　２

　6 0

　2 5

　5 0

　5 5

　１　５

　2 0

1 2 0

4 0 0

　1 0

　1 0

　2 0

　2 0

　　６

　2 5

　5 0

　2 0

　2 5

1 5 2

　（2　基）

　ろ　ヶ　所

客席　5 0席（2 5nf）　　チュウボウ（2 5m'）

計 4,5 0 0

－1 9

本館建設床面積想定



６　図書館の課題

　図書館を考える場合、図書館をそのかかれた

社会から切か離して考えては痙ら左い。また具

体的左図書館の環境条件を充分配慮し々ければ

友らない。地方歴史的・社会的々考察を充分行

ない、その課題に具体性を附与していかなけれ

ばなら友い。　ともすると、従来の図書館は社会

がら孤立し勝ちであり、むしろそ九が図書館固

有のあり方やイメージとして考えられ易かった。

社会的具体存在から遊離し、市民との連帯、市

民参加から、市民自ら創造していく図書館で々

ければ次ら痙いことは既に述べた通りである。

このよ5 に考えても実際に市民のための、市民

による、市民の図書館を創っていくことは容易

では痙い。言葉で言うことは易いが、実際に行

なうことは、極めて困難だといってよいであろ

う。そ九にi>拘らず、この困難痙課題陀、憶す

ること座ぐ、たとえ、ドンキホーテの如く思わ

理想とするのであろう。しかし痙がら、多ft痙

日常生活に終始している現代の市民生活の中に、

今すぐこのよう次課題をもちこむことは困難で

あろう。そういう点から、我々は市民の代行為

として、このレポートを作成している。

　我々がはじめて図書館をもってから約６年の

間に、調布市における市民の文化活動は着実に

組織され、成果をあげてきている。未だその活

動は全市民の参加という目標からくらべれば、

余りにも微々たるものといえよう。しかし、量

的々文化活動だけに眼を奪われない左らば、そ

'の文化活動の質的々面については、少くとも我

国の水準からいえば、ある程度評価しうるもの

をもちはじめてきたといえる。上田市の平重氏

のように、周辺の農村部の主婦１万数千を秀れ

た読書会に組織している現状や、岩手県沢田村

深沢村長の如く保険医療によって全村を結集せ

しめた成果、また佐久総合病院の若月俊一氏の

如く、組合医療毘よって佐久郡に秀れた組織活

九ようとも、勇敢に挑んでいくことを止めるわ　　動を打ちたてた実践例など陀比すれば、我々の

けにはいか座い。何故々れば、もし図書館の存　　努力は、収るに足らぬであろう。（註「朝日ジ

在意義を問われたなら、このような即ち我々の　　ヤーナル」19 7 2年Na3 5～5 9、岩波新

考えているよう痙図書館像を除外して、市民の　書、菊地武雄「自分たちで生命を守った村」、

ための図書館は考えられ々いからである。我々　　岩波新書、若月俊一「村で病気とたたかう」）

はこう確信し、乏しいが、然し真剣なエネルギ　　　このように少しづつではあるが、着実に市民

一を注いできたからである。我々の誤りは市民　の自主的庖文化活動が、図書館という文化的々

が批判し、時代の流れがのりこえてくれるであ　　活動体の内実として結晶しはじめてきているこ

ろう。この報告が月並左役所風々言葉によって　　とは、現代をとりまく社会的環境の加速度的痙

綴られていない所以のものも、同じ考え方から　　劣悪化、生存条件を確保するための市民権を守

発している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る自主的な市民の発意、行動と無関係では痙い

　今日までささやかな6年の活動を通じて、こ　であろう。これか一つの運動形態をとれば、各

れら○理想に向う努力の過程で、歴史は様々痙　　地で起っている市民運動と々つていぐであろう。

ことを我々VC体験させてぐれた。　このレポート　　市民運動は特定のイデオロギーに捉わ九々い、

も、市民の手によって作られるのが本来である。　市民の自由々拘束性の少在い新らしい運動とし

少くとも共同作業として作られ、綴られるのを　　て、新らしい生存環境の出現の中で、自然発生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２０－

的に現われてきたものである。その運動の論理

も実践もまitつみ重ねられた成果をもってい衣

いが、孤立した個人としての市民の無力を自覚

した新らしい自己防衛の形として注目すべきも

のをもっている。図書館は現在では大部分が行

政体の設けるものである。従って、今日まで○

我国の歴史的過程の中では、このよう左新らし

ポの早い時代の潮流の中で、常に過去の真理に

立脚すると同時に、未来への展望を先取りして、

大胆陀実験ナる開拓者の志を失ってはなら次い

であろう。市民の連帯のある限り、またその原

点を忘れない限り、図書館の課題は道をそれる

ことは次いであろう。

い自然発生的な市民の自由痙組織とは、まだ厚　　　７　展　　望

い壁によって隔てられている。然し図書館とい

う社会的存在が、市民という具体的々生存のた　　　我々は、一日も止まることができない。これ

めの存在とかかわりをもって生き衣ければなら　　は苦しい途である。止れば後退する。今日はー

ない限り、また言論の自由という、人類の歴史　　日過ぎれば昨日陀次る。再び我々にとっては戻

的課題と深くかかわっている限り、そのmmと　　ってはこ次い。　この覚悟の中に仕事がある。こ

無縁では過しえ次いであろう。図書館の存在も　　のためには計画化は我々の仕事にとっては、ま

また、社会的存在の具体物として、自らの責を　　ず何よりも基本と次る作業である。行き当りば

問われることになる。　　　　　　　　　　　　　　つたりでは許され々い。将来を計測するデータ

　これからの図書館は何をすべきか。その答え　　ーを集め、そ九を分析し、資料化する作業も大

を出すことは、現在我々の為しうることでは左　　切である。これらの計画の源泉も、流動し、ダ

い。過去６ヶ年間つみ上げてきた小さな土台石　　イナミツタに変化していく市民の生活に源泉を

の上に、新らしい展望と過去に対する自己批判　　もっている。市民生活の動向を着実に従えず観･

を確実に結びつけて、これからの日々の実践課　　察し、それを計量化し、その要求を計数化する

題を模索することであろう。きt り切った軌道　仕事も我々の重要次奉仕の一面である。

を歩めないのが我々の仕事である。常に一種の　　　いま我々は、市民サービスのために6館の小

マニユフエスト（宣言）をしながら、一つ一つ　　規模次図書館をもっているが、何よりも欠けて

試行借談を重ねていくのが我々の仕事である。　　いるのがサービスを行次いえない状態に追いつ

この仕事の源泉は、市民生活の中から求められ　　められている。中央館だけで多い日には1 20 0

る。実践者は常に現実の中に課題を発見し次が　　人を超える利用者を見る。

ら前進する。と同時に、文化は必ずしも直ちに　　　書庫は、はちきれ、利用しうるものも蔵入れ

有熔化し々い。特に文化財を蓄積し、普及し、　　し左けれぱならない。しかも市民・需要はいよ

市民の自発性の中に拠り所を求める図書館の如　　いよ増加の一途をたどるのみである。このよう

き仕事は、その成果はむしろ顕在化せず潜在的　　な現状を打開するために、本館を作ることが急

々形でしか評価しえ々い。’　　　　　　　　　　　務となっている。また分館を欠いている地区が

　ここに図書館の特質があり、教育と同様に長　　ある。従来進めてきた分館網は一日も早く完成

い忍耐と地味々努力のいる仕事である。ただ我　させ友けれぱ、欠如している地区の庄民に公平

々は流動化し、変化し、一時も止まらないテン　　を欠くことに次る。これは我々が毎日の業務の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－21－



中で、肌で感じる痛切々市民の要求である。こ

のよ5 な現状の中で、我々は、当面次のような

計画を考えている。これが実現のためには、市

民の大きな力を必要とすることを我々は痛感す

る。

将来構想（案）

1.総合館の建設

　　　従来の中央館では、機能的にみて、マヒ

　　状態が生じてきている。そして多様化する

　　市民の要求に対応することがきわめて困難

　　である。そういう中で総合的々機能を有す

　　る本来的総合館の建設は急務である。

2.分館網の整備

　　　市民の身近かに図書館を、という事でこ

　　れまでに五つの分館を建設し図書館網の整

　　備に努めて来たが、未だ設置されていたい

　　地域が大きく三箇所ある。これらを整備し

　　なければならない。

　以上のことによね次のよう痙効果が得られる。

1,蔵書数の増冊とその内容の充実（別表　参照）

　　　現在市民１人当DO.ろ冊の図書しか保証

　　されてい左いが、これを先進都市左みの市

　　民１人当わ1. 8冊まで引きあげ、市民の蔵

　　書は十分保証出来る態勢を備える。

2.情報提供サービスの充実

　　　流動する社会の中で、市民の求めている

　　もの、市民の知ってもらいたい事柄につい

　　ていち早くキャッチし、図書館という立場

　　を通して市民に提供してゆく。

ろ。レファレンスサービスの充実

　　　市民の質問に対し、図書館はいか左る場

　　合でも回答を用意し、資料の提供をして住

　　民の要求に対して、こたえてゆくようにす

　　る。

4. コピーサービスの新設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－22

　資料の複写K関して現在でも要求は非常Ｋ

多く、コピーサービスが新設される事により

図書館の利用方法にも変化か生じ、近代的な

資料の活用か出来るよ5になる。

　このよう左機能が十分生か-Sれるためには

次のよう左専門の職員を配置し々ければ々ら

々へ

　1.図書の整理に関すること

　2.レファレンスサービスに関すること

　3.館内奉仕（カウンター業務）le関すること

　4.情報の収集、整理、提供に関すること

　5.視聴覚機材および資材の提供、指導に関す

　　ること

　6.館外奉仕（読書会、子ども会、成人カレー

　　プ等の指導）に関すること

5｡視聴覚ライブラリ

　　社会の進展にともなって、急激に需要力瘤

　　えてきている。視聴覚幾材及ひ教材は、今

　　後一層充実させ、映画会、鑑賞会、研究会

　　々ども行々つてゆく。

6.読書指導事業の拡充

　　全市的に読書の普及、指導を行々い、読書

　　会左どの助成、児童への積極的な働きかけ

　　など行なう。

Ｚ　文化事業乙）開設

　　市民講座を常時開設して、いつでも、誰九

　　でもが自由に参加出来、市民の生涯教育、

　　自己教育の場として利用できる。

総合館の機能

　現在の中央館が飽和状態に来ている事は前に

述べたと訟りである。これからの図書館に市民

か何を求めているのか、総合館の建設が行左わ

れる場合には次のようｱな機能が必要である。

（別表　　　　　）

昭和４７年度　図書館事業概要

発行日　昭和４７年１１月３０日

発行者　調布市立図書館

　　　　館長　萩原祥三

所在地　調布市布田４－１７－５

　　　　０４２４（８５）１１７１

　　　　内戦　４８３　４８４
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